
 

 

令和２年度事業計画  

 
新潟県における県民文化の高揚を図り、県民の生活向上と文化の発展に寄与するため、各種

文化事業を実施します。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大による影響の対応として２事業を追加して実施する。 

 

Ⅰ 財団の運営 

１ 評議員会・理事会の開催 

財団運営の基本方針、事業計画及び予算、決算などを承認、決議するため、評議員会

及び理事会を開催し、適切な運営に努めます。 

 

２ 組織体制 

事務局の効果的・効率的な管理運営を図ります。 

 

（１）役員等の人数（令和２年４月 1日現在） 

 

  評議員（１０人） 

理 事 (  ６人)  理事内訳 ＜ 代表理事(１人)＋業務執行理事(１人)＋理事(４人) ＞                

監 事 (  ２人) 

 

（２）職員数（令和２年４月１日現在） 

 

 

 事 務 局 長 

 

 

 職    員 

 

 

 準   職   員 

 

 

計 

 

１名 

 

 

   4名 (１増) 

 

   0名(１減) 

 

 5名 

    ※ 準職員(非常勤)としての勤務が継続して５年を経過するため、労働契約法に 

      沿って本人の意向を確認の上､職員(常勤)として雇用します。 

 

（３）組織図（令和２年４月１日現在） 

 

   

事業課長 職員　２名

総務課長
(事務局長兼務)

職員　１名

評議員会

理事会 代表理事
業務執行理事
(事務局長)

 



 

 

                                                                               

                                                                                                                                             

                                                                       

                                                         

Ⅱ 事業体系 

 

１ 文化振興事業費 74,723 千円《公益目的事業会計 74,723 千円》 

（１）文化自主事業                        29,632千円 

  ① 芸術文化普及・ホール活性化支援      12,050 千円    

② 地域中核ホール活性化支援          11,393 千円    

③ ふれあいホッとコンサート          2,500 千円    

④ 日露交歓コンサート                    3,379 千円   

⑤ 事務費                                  310 千円 

 

（２）文化活動支援事業                                    39,661千円  

① 県民文化活動推進事業           8,000 千円    

② 国民文化祭参加事業              500 千円    

  ③ 郷土の文化人顕彰事業             9,750 千円    

          ④ その他､新潟県美術総合展褒章事業等       742 千円 

     ⑤ 文化応援！にいがた結プロジェクト事務局事業    2,988 千円 

     ⑥ 新潟ステージチャンネル創設・魅力発信事業  17,681 千円 

           

（３）情報収集提供事業                         5,430千円 

① 文化情報誌｢カルチャーにいがた｣発行    5,430 千円 

② オンライン情報提供                      －  千円 

③ 芸術文化関係図書購入                      0 千円 

④ その他､事務費                           －  千円 

 

（４）文化関係機関連携事業                < その他､事務費使用を想定 >  

 

 

 

 

２ 管理費 33,511千円 

        《公益目的事業会計 17,733 千円、法人会計 15,778 千円  》 

 

（１）人件費        28,743千円（この内､3,488千円は積立資産取崩対応） 

 

（２）運営費       4,768千円 (この内､  653千円は積立資産取崩対応） 

  

 

 

総事業費計 108,234千円《公益目的事業会計 92,456 千円、法人会計 15,778 千円》



 

 

Ⅲ 事業概要  

１ 文化振興事業《公益目的事業会計 事業費 57,042 千円》 

（１）文化自主事業 《事業費 29,632 千円》 

(この内､5,391千円は積立資産取崩対応) 

 

① 芸術文化普及・ホール活性化支援 

県民に対する優れた芸術文化の鑑賞機会の提供、県内各地のホールの活性化を目指し、

新潟県内各地で公演等を行う。事業実施にあたり、県内公立文化施設職員等に事業ノウハ

ウを指導することで、人材育成を図ります。 

 

■制度の枠組  

   地元負担区分等     基本：ホールなし地域：1/10、 小ホール(～499席)：1/5、 

中ホール(500～999席)：2/5、大ホール(1,000席～): 3/5 

※ マイタウンコンサートは定額の一律負担 

事業名 対象ホール 予定公演数 

※ ﾏｲﾀｳﾝｺﾝｻｰﾄ                                     4 

室内楽公演等 
･小ホール 

～ 大ホール 

･小ホール 1 ･中ホール 3 

･大ホール 1 

舞台芸術公演  
･小ホール - ･中ホール 3 

･大ホール   

                  

◆予算枠：12,050千円   （この内､1,043千円は積立資産取崩対応） 

  

② 地域中核ホール活性化支援 

県民会館で培ったノウハウを基に地域中核ホール（概ね 1,500席程度のホール）で公演

等を行います。 

■制度の枠組 

   地元負担等 損益折半 

事   業   名 対象ホール 
1 公演当たり 

上限事業費（目安） 
予定公演数 

音楽、舞台芸術公演等 
大ホール 

（概ね 1,500 席） 
10,000 千円 3 公演 

                     

◆予算枠：   11,393千円  （この内､4,148千円は積立資産取崩対応） 

 

③ ふれあいホッとコンサート 

  財団の事業や基本財産の運用で得た利益を社会還元するため、身体的な理由等でホール

に足を運べない人々（高齢者施設や病院、特別支援学校）を対象にアウトリーチによるコ

ンサートを県内各地で開催します。 

 

◆予算枠：2,500千円【概ね 8箇所】 



 

 

 

 

④ 日露交歓コンサート 

 県内の文化施設や学校において、ロシアの国際的音楽家による演奏会を開催し、優れた 

芸術鑑賞機会の提供と文化交流を図る目的で、日露交歓コンサートを実施します。 

 ･ 開 催 日 令和２年９月 27日 

 ･ 地区主催 新潟県､県文化振興財団､見附市 等 

 ･ 開催場所 見附市文化ホール 

 

    ◆予算額： 3,379千円 

 

⑤ その他､事務費  310千円（この内､  200千円は積立資産取崩対応） 

 

 

 

（２）文化活動支援事業  《事業費 39,661 千円》 

(この内､ 542千円は積立資産取崩対応) 

 

■ 文化活動支援助成金 

県民の文化への関心を高め、自主的な文化活動の活発な展開と個性豊かな県民文化の振

興に寄与するため、県内の文化団体等の自主的な文化活動にかかる事業に対し助成金を交

付します。 

 

○対象となる文化活動の範囲 

  （ア）美術、（イ）音楽、（ウ）演劇、（エ）舞踊、（オ）文学、（カ）映画、（キ）生活文化、

（ク）その他（県民文化の振興、創造に寄与するもの） 

 

○対象事業と助成額  助成金総額8,500千円 

事業名称 対象団体 事業内容 
助成額 

算定方法 上限 下限 

①県民文化活動

推進事業 

   8,000 千円 

県内の地方公共

団体、文化団体、

各種団体等 

県内で行う自主企画による文化

事業で県民の文化に対する関心

を高め、日常の文化活動を活発に

することに寄与する事業 

※国文祭における応援､連携事業 

助成対象 

経費の 

1/3 以内 

100 万円 10 万円 

②国民文化祭参

加事業(他県開催) 

     500 千円  

県内の文化団体 

文化庁が主催する国民文化祭に

出演し、文化の発信と交流を図る

事業 

交通費の一部、一定額を助成 

令和２年度開催地：宮崎県 

1人あたり 15,000円 上限 20万円 

     

③ 郷土の文化人顕彰事業 

       郷土の文化人についてその功績を明らかにし、地域文化とその価値の再認識を図る事 

    業                         【(公財)にいがた文化の記憶館に事業委託】 

 

     ◆予算額： 9,750千円  

 

 



 

 

④ その他､事務費(新潟県美術総合展褒賞事業等) 

      次代を担う若手美術家の育成を図るため、公募総合展において優秀な成績を収めた者

に公益財団法人新潟県文化財団賞を授与します。 

   ・対象美術展 ：新潟県美術展覧会（県展）、新潟県芸術美術展（芸展） 

   ・表 彰 点 数：県展７部門、芸展６部門 

   ・授  与  物 ：賞金３万円及び表彰盾      (県展及び芸展共通) 

  

◆予算額：  742 千円  

 

  ⑤ 文化応援！にいがた結プロジェクト事務局事業 

    新型コロナウイルス感染拡大の影響により、自身の芸術文化活動の中止や延期により 

    収入を得られなくなった方々を支援する「文化応援！にいがた結プロジェクト」の 

事務局を担います。 

 

◆予算額： 2,988 千円 （全額県補助金で対応） 

 

⑥ 新潟ステージチャンネル創設・魅力発信事業 

   新型コロナウイルス感染拡大の影響により、活動、発表の場を失っている文化団体・

個人等の活動を支援するため、YouTubeに「新潟ステージチャンネル」を創設し、活

動動画を配信することで活動の場を提供する。 

 

◆予算額： 17,681 千円 （全額県補助金で対応） 

 

 

（３）情報収集提供事業  

 

《事業費  5,430 千円》 

(この内 750千円は積立資産取崩対応) 

 

■県内外の催事情報や芸術関係情報、県内アーティスト等の文化関連情報を収集し、文化 

情報誌「カルチャーにいがた」、ホームページを通して県民に提供します。 

 

事  業  名 事    業    内    容 

①文化情報誌「カルチャー

にいがた」発行事業 

 

5,430千円  

○年４回発行 １回13,000部   ＜ 2,000部削減 ＞ 

○配布先（無料配布） 

ホール、博物館・美術館、図書館、金融機関、ホテル、

JA関係施設､大学等    

②オンライン情報提供 

事業 

 

 

                 － 

県が管理運営する「新潟文化物語」にイベント情報を一元化

し、情報登録する関係者の手間を省くことで、漏れのない情報

を財団ＨＰからのリンクで県民に提供(スマートフォンやタブ

レットでも対応)｡ 

このほか、Facebook､ Instagramでの情報発信も実施。 

③芸術文化関係図書購入 

    ＜ 削  減 ＞ 0 千円 

芸術文化関係情報として新潟県民会館情報ラウンジで閲覧

に供する。 

「音楽の友」、「音楽現代」、「レコード芸術」、「ダンスマガ

ジン」       →      令和２年３月号で購入中止 

 



 

 

 

 

（４）文化関係機関連携事業  《事業費は（１）及び実行委員会予算使用》 

 

① 文化事業情報交換会 

  年２回、県内文化関係者(興行主催者)が一堂に会し、情報交換会を開催します。 

（ 事務局は当財団 ≪（１）④その他事務費を使用 ≫ ） 

 

② 令和２年度舞台芸術への県民参加推進プロジェクト実行委員会事業 

   文化庁の「文化芸術創造拠点形成事業」補助金が採択された場合、９団体で実行委員 

会（会長･事務局は当財団）を組織し、15事業 20公演を予定します。 …   (実行委員会

  予算は別途) 


